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Ⅰ．はじめに





















































②③⑤については、検討事項 4 つのうち 4 分の 3 以
上が認められるものは○、4 分の 2～4 分の 1 が認
められるものは△、1 つも認められないものは×と
評価した。評価項目④については、検討項目 3 つち




























































































































～ が 不 自 由









が ん ば る
努 力 す る




タ　イ　ト　ル 障害種 主　題 ① ② ③ ④ ⑤
さしのべた右うで 視 覚 親切 目の不自由な人 △ ○ × ○
清のゆめ―山下清― 知・言 個性 知てきしょうがい △ × ○ ○
町の人が作ったあいの手すり 肢 体 親切 足が不自由 ○ × × ×
あしたにトライ―成田真由美― 肢 体 努力 松葉づえ ○ × ○ △
花よりも小さく 肢 体 自然 手や足が使えない ○ × △ ○
ぼくのちかい 肢 体 親切 足が不自由 ○ △ × △
電池が切れるまで 病 弱 命の大切さ 手じゅつ ○ × △ ×
心を結ぶ１本のロープ 視 覚 親切 目が見えない ○ △ × ○
ラモン君 視 覚 勇気 つえ △ △ × ×
たくさんあるよ、みんなのためのくふう 視・肢 親切 点字ブロックなどの絵 ○ × × △
文字を書く喜び 肢 体 努力 動けない △ △ ○ ○
おにぎりの味 肢 体 友情 車いす ○ ○ × ○
耳の聞こえないお母さん 聴 覚 家庭愛 耳の聞こえない △ × × △
いただいたいのち 病 弱 命の大切さ 病気 ○ × ○ ×
まけるものか―野口英世― 肢 体 努力 てんぼう △ × × ×
なにかお手伝いできることありますか？ 視 覚 親切 目のふじゆうな ○ ○ × ○



































































障 害 名 0 0 1 0 0 0 1
～ が 不 自 由 3 0 1 7 0 0 11
～ が 悪 い 0 0 0 0 0 0 0
否定表現
～しにくい 2 0 0 1 0 0 3
～ な い 2 2 0 1 0 0 5
病 気 0 0 0 1 2 0 3
け が 0 0 0 1 0 0 1
肯定表現
す ご い 0 0 1 0 0 0 1
特 別 0 0 0 0 0 0 0
が ん ば る 0 0 0 3 1 0 4
努 力 す る 0 0 0 0 0 0 0
記 述 な し 0 0 0 1 0 0 1
?
7 2 3 15 3 0 30























































































　項目③が○のものは、14 作品中 5 作品で 36％で









体不自由 2 作品、知的障害 1 作品）で「病気になっ
て」というような表記が見られた。
【項目⑤　障害者のもつ能力についての説明】









が見られないものが 3 作品中 2 作品であった。
　障害種別に分けてみると、肢体不自由は「～が不
表７　絵本　分析結果①
① ② ③ ④ ⑤
プレゼント 手と足がほとんどない ○ ○ × ○
ノエルのおさんぽ ゆっくりあるく △ △ × ×
のんちゃん なんかへんだな ○ ○ × ○
見えなくても大丈夫？ 目が不自由 ○ ○ △ ○
おんちゃんは車イス司書 車イス △ △ ○ ○
みえないってどんなこと？ 目が不自由 △ △ × ○
わたしの妹は耳が聞こえません 耳が聞こえない △ △ × ○
わたしたちは手で話します 耳が聞こえない ○ ○ △ ○
わたしはいまとてもしあわせです 難病 △ × △ ×
くつが鳴る 体が不自由 ○ △ × ○
せなかをとんとん 耳が聞こえない ○ ○ △ ○
あかいりんご 作業所 △ △ ○ △
車いすのおねえちゃん 車いす ○ △ ○ ○



































































障 害 名 0 0 0 0 1 0 1
～ が 不 自 由 5 1 0 1 0 0 7
～ が 悪 い 0 0 0 0 1 0 1
否定表現
～しにくい 1 0 1 7 0 0 9
～ な い 6 20 3 12 2 0 43
病 気 1 1 0 4 6 0 12
け が 0 0 0 0 0 0 0
肯定表現
す ご い 0 0 0 1 0 0 1
特 別 0 1 0 0 0 0 1
が ん ば る 0 1 0 2 0 0 3
努 力 す る 0 0 0 0 0 0 0
記 述 な し 0 1 2 0 0 0 3
?
13 25 6 27 10 0 81















































45 分× 16 時間
3 触って、手で見て、手で読んで（H23） 45 分× 3 時間
4
伝えよう　私たちの心（H21）
H 市 Y 小学校
45 分× 28 時間
5
広げよう　ふれあいの輪（H20）
S 市 M 小学校




45 分× 80 時間
7
ともに見つめよう、心の目で（H18）
N 市 A 小学校
45 分× 15 時間
8
伝え合う心と心（H16）
Y 市 K 小学校
45 分× 30 時間
9
広げよう！やさしい町（H15）
S 市 O 小学校
45 分× 45 時間
10
障害のある人と共に（H15）
S 市 U 小学校








H 市 M 小学校
45 分× 33 時間
表10　児童の活動　分析項目
学習活動 内容の判断










































































































































































Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ
広げよう！友達の輪（Ｈ 27） ○ ○ × × × × ×
めざせ！心の親善大使（Ｈ 27） ○ ○ × ○ ○ ○ ×
触って、手で見て、手で読んで（Ｈ 23） ○ ○ × ○ ○ × ×
伝えよう　私たちの心（Ｈ 21） ○ ○ × ○ × × ×
広げよう　ふれあいの輪（Ｈ 20） ○ ○ × ○ × × ×
みんなが暮らしやすい町　壺川（Ｈ 20） ○ ○ × ○ × × ×
ともに見つめよう、心の目で（Ｈ 18） ○ ○ × ○ × ○ ×
伝え合う心と心（Ｈ 16） ○ ○ × ○ ○ ○ ×
広げよう！やさしい町（Ｈ 15） ○ ○ × ○ ○ ○ ×
障害のある人と共に（Ｈ 15） ○ ○ × × × × ×
広げよう！心（Ｈ 14） ○ × × × × ○ ×








































































































































































　交流の 1 回目が終了したら、Stage2、Stage3 を繰
り返し行い交流 2 回目、3 回目につなげるようにす
る。
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